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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は２月定例会が開
催予定です。

12月定例会号

●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

災
害
対
応
な
ど
補
正
予
算
24・８
億
円

　

市
議
会
は
、
令
和
元
年
12
月
定
例
会
を
11
月

29
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
、
市
川
市
生

産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模
に
関
す
る
条
件
を

定
め
る
条
例
の
制
定
、
市
川
市
環
境
保
全
条
例

の
一
部
改
正
、
令
和
元
年
度
市
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）、
町
の
区
域
及
び
名
称

の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
の
議
案
20
件
と
報
告
４

件
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
一
括
議
題
と
し
て

８
会
派
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
あ
お
り
運
転
」
に
対
す
る

厳
罰
化
と
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
、
新
第
１
庁
舎
を
当
初

の
計
画
ど
お
り
、
令
和
２
年
８
月
に
開
庁
す
る

こ
と
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て
な
ど
の
発
議
13

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
17
人
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案

の
20
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
あ
る
い
は

同
意
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

提
出
さ
れ
た
13
件
の
う
ち
、
条
例
案
１
件
、
意

見
書
案
４
件
、
決
議
案
１
件
を
可
決
、
意
見
書

案
３
件
、
決
議
案
４
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

（
代
表
質
問
は
２
～
４
面
、
一
般
質
問
は
５

～
６
面
、
審
議
結
果
一
覧
は
８
面
に
掲
載
）

新
第
１
庁
舎
８
月
開
庁
を
求
め
る
決
議
を
可
決

◆
主
な
議
案

○
令
和
元
年
度
市
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

○
市
川
市
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模
に
関
す
る
条
件
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

◆
報　
　
告

【
主
な
質
疑
】

　

「
本
案
は
、
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模
に
関
す
る
条
件
を
、
従
来
の
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら
、
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
引
き
下
げ
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、�

条
件
を
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
市
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質�

疑
に
対
し
、「
面
積
要
件
の
下
限
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
内
の
多
く
の

農
地
所
有
者
が
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
通
常�

の
農
地
と
し
て
の
使
用
に
加
え
て
、
市
民
農
園
や
農
作
物
の
直
売
所
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な�

活
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
都
市
農
地
が
宅
地
化
す
る
こ
と
の
抑
制
や
、
緑
地
の
保
全
と�

い
っ
た
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
10
月
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
不
燃
ご
み
処
理
施
設
で

発
生
し
た
火
災
に
伴
う
施
設
機
能
の
回
復
や
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
、�

19
号
及
び
21
号
に
よ
り
住
家
や
農
業
者
が
被
災
し
た
こ
と
に
対
す
る
見
舞
金
の
支
給
に�

つ
き
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
市
長
が
行
っ
た
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
報
告
が
な
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
専
決
処
分
の
報
告
３�

件
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
法
の
改
正
に
よ
り
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件
の
下
限
を
条
例
で
引
き
下
げ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
市
農
地
の
保
全
及
び
活
用
を
図
る�

た
め
、
本
市
に
お
け
る
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模
に
関
す
る
条
件
を
条
例
で
定
め
る�

も
の
で
す
。

　

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
令
和
３
年
２
月
１
日
か
ら
、
稲
越
町
の
全
域
を
、
稲
越
（
い

な
ご
し
）
１
丁
目
、
稲
越
２
丁
目
、
稲
越
３
丁
目
と
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る�

も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
令
和
元
年
台
風
15
号
、
19
号
及
び
21
号

に
係
る
被
災
者
支
援
及
び
公
共
施
設
等
の
復
旧
経
費
を
は
じ
め
、
保
育
園
整
備
計
画
事�

業
な
ど
社
会
保
障
関
係
経
費
、
都
市
計
画
道
路
３
・
６
・
32
号
用
地
等
購
入
費
、
史
跡
曽

谷
貝
塚
の
公
有
化
事
業
に
係
る
経
費
、
消
防
分
団
施
設
の
新
築
に
係
る
経
費
な
ど
、
歳
入

に
お
い
て
、
被
災
農
業
者
及
び
被
災
住
宅
修
繕
の
支
援
そ
の
他
の
事
業
に
係
る
国
・
県
の�

補
助
金
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
約
24
億
８
０
３
９
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
約

１
６
３
０
億
６
５
８
７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

昨年の台風被害を受けた市の施設など（左上：前畑緑地（大野町1丁目）の倒木、右上：収穫間近の梨の落下、
左下：倒壊した大和田小学校のプールフェンス、右下：暴風で破損した市営住宅の扉）

　市議会は、文化スポーツ部の
所管に属する事項について、総
務委員会から環境文教委員会�
の所管とする旨の市川市議会�
委員会条例の一部改正案を発�
議し、全会一致でこれを可決し
ました。改正条例は１月１日に
施行されました。

市川市議会委員会条例
の一部改正案を可決

12月定例会


